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国語科(国語総合)学習指導案(例)

1 単元名 唐詩(I春暁JI送元二使安西JI涼川詞JI静夜思J)

2 単元の目標

( 1 )文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わおうとする。

( 2 )文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わう o

(関心 ・意欲・態度)

(読む能力)

(知識・理解)( 3)訓読のきまりなどを理解する。

3 単元の指導観

(1)生徒の実態

漢文においては、 1学期に基本事項を学んで以降、故事成語(2編)、寓話(2編)、唐詩 (4首)と読み進め

てきた。現在(3学期)、生徒は訓読の基本はおおむね理解している。使用している教科書に語注が丁寧に付けら

れているせいか、自ら漢和辞典を使って語句の意味を調べる生徒は少なく 、大半の生徒は、教科書の語注を見るだ

けで満足してしまっている。学習態度は比較的良好であるが、主体的に学ぼうとする姿勢が不足している。

( 2)教材観及び指導の方針

唐詩は比較的平易であり、語句を手がかりにして描かれた情景や心情を味わわせる教材として適している。

上記(1 )の実態を鑑み、授業では、生徒に漢和辞典を使わせ、語句を手がかりにして主体的に詩を味わわせる

学習活動を取り入れてし、く。

4 単元の評価規準

関心 ・意欲 ・態度 読む能力 知識 ・理解

①詩に描かれた情景や心情を、文や ①詩に描かれた情景や心情を、文や ①漢詩を読むことに役立つ訓読のき

文章、語句などから離れないよう 文章、語句などから離れないよう まりや語句、漢詩のきまりを理解

にして読み、詩に表現された内容 にして読み、詩に表現された内容 している。

を考える手がかりにしようとして を考える手がかりとしている。

いる。

5 単元の目標を実現するために取り入れる言語活動

詩に描かれた情景や心情をグ、ルーフ。で、話し合い、クラス全体に発表する。

6 単元の指導計画と評価計画

次 時 学習活動 評価規準との関連 評価方法

1 1 '4首の詩を、追いかけ読みや斉読を繰り返しながら読む。

-詩の印象を表す一語をそれぞれ考え、ノートに書く。

-詩の印象を表す一語について、周囲の生徒と意見交換をする。

(ベア→クラス全体)

-自分が一番気に入った詩を選ぶ。

2 2 [一…た「一番恥入ったーとに生町 ]
( のグループに分けて展開する。グ、/レープご、とに 1首を担当させ

本 る。 2クゃルーフ。に同じ詩を担当させる。

日寺 -担当する詩について、「漢詩のきまりに関すること(形式、押韻、 読む能力① 記述の点検、記
) 

対句など)J I用字法 ・句法に関することJI詩に描かれた情景や 知識 ・理解① 述の確認

心情」をA3の白紙3枚にまとめる。

3 3 -詩についてまとめたことを、グループごとに発表する。

-発表グ、ルーフ。と聞き手の生徒とで、詩についての質疑応答をする。

4 -全ク、、ループの発表終了後、それぞれの詩に表現された内容を表す

コピーを一文で考え、ノートに書く o また、なぜそのようなコピー 関心 ・意欲 ・態度 記述の分析

にしたのか、その理由もノートにまとめる。(個人〉 ① 
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地理歴史科(地理B)学習指導案 (例)

( ) 第O校時

材|教科書名(出版社名)

1 単元 「アングロアメリカJ

2 単元の目標

地図や統計などを活用して多面的 ・多角的に構造や変容を考察し、世界の産業、経済、文化などをリードするアメ

リカの特色や世界の国々や地域に大きな影響を与えていることを理解させるとともに、地誌的に考察する方法を身に

つける。

3 単元の指導観

(1)指導観

生徒にとって身近なアメリカを取り上げ、産業、経済、文化など多くの面で世界をリードしている理由を考察さ

せるとともに、アメリカ圏内に抱える諸問題や世界に与える影響について多角的 ・多面的に考察させたい。

(2)生徒の実態 [略]

4 単元の評価規準

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 ・表現 資料活用の技能 知識 ・理解

アングロアメリカの自 世界をリードするアメリカの農 アメリカの自然、産業につ アメリカの自然、産業、文化

然、産業、文化に対す 業や工業の特色を自然環境や社 いて学習に役立つ情報を適 なと守について、歴史的背景を

る関心と課題意識を高 会環境を踏まえ多面的 ・多角的 切に選択して地図や統計を 踏まえた地域の変容や構造を

め、それを意欲的に追 に考察している。また、アメリ 読み取ったり、グラフや地 理解し、その知識を身に付け

究し、捉えようよして カに見られる地域的特色や地球 図を作成している。 ている。

いる。 的課題について考察している。

5 単元の指導計画 (4時間)

H寺 A十ム"白ヨ刃 内容 評 価 規準

[知識 ・理解]

1 アメリカの移民と開拓 -アメリカの移民と開拓について歴史的背景を踏まえて理解している。

1 [資料活用の技能]

2 多様な自然環境 -教科書や地図帳からアメリカの地形や気候区を正しく読み取っている。

[資料活用の技能]

3 アメリカの農業 -アメリカの農業や工業の統計を読み取ったり 、気候区と比較した農業地域の地

2 図を作成したりしている。

4 アメリカの鉱工業 [知識 ・理解]

-アメリカの農業と鉱工業の特色と課題についての基礎知識がある。

[資料活用の技能]

5 アメリカの都市問題 -大都市の立地の特色を読み取ったり、統計をもとに階級区分図を作成したりし

3 ている。

( [知識 ・理解]

本 -アメリカの都市構造の変化と都市問題の特色を理解している。

時 [思考 ・判断 ・表現]
) 

-アメリカの都市問題を発展途上国の都市問題と比較して多面的 ・多角的に考察

している。

[思考 ・判断 ・表現]

6 世界と結びつくアメリカ -アメリカが政治、経済など多方面で国際社会に与えている影響を考察している。

4 [関心 ・意欲 ・態度]

7 カナダ -アングロアメリカの自然、産業、 文化に対する関心が高まっている。
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6 本時の目標 (第3時)

(1)大都市の立地の特色を読み取ったり、統計をもとに階級区分図を作成したりする。

(2)アメリカの都市構造の変化と都市問題の特色を理解し、発展途上国の都市問題と比較して多面的 ・多角的に考察

する。

7 本時の指導

学習内容 学習 活動

[使用教材等]

導入 |本時の学習内容の紹介卜 世界経済の中心地であるニューヨ

5分 ークにスラムがあることを知る。

展開 |都町布

40分

| 地加持にワ引ートの白

地図に人口 100万以上の都市を記

入する。

-教科書の図を参考に、州、|別人口に

占める人種の割合をワークシート

の白地図に図示する。

[教科書PU、ワークシート 3J 

-農業地域の区分と工業地域の分布

などからわかったことをワークシ

一卜に記入する。

[ワークシート 2、ワークシート 3J

都市構造の変化市| 日四市構造の変化と都市

問題 問題を考察し、理解する。

①モータリゼーションの発達によ

る人口分布変化について

②インナーシティ問題について

[教科書PU、ワークシート 4J

-アメリカの都市問題を発展途上国

の都市問題と比較して考察したこ

ととスラムが形成された理由を考

察したことをワークシートに記入

する。

まとめ|ー習のまとめ -都市問題についてまとめる。

5分次時の予告

指導上の留意点

-図の見方と作図方法

を説明する。

-適宜、机間指導によ

り支援する。

-隣接する国や歴史的

背景に気付かせるよ

うにする。

-生徒を指名し、記入

した内容を発表させ

る。

-先進国と発展途上国

の都市問題の相違に

気付かせる。

-生徒を指名し、考察

したことを発表させ

る。

-ドーナツ化現象、ス

プロール現象、ヒー

トアイランド現象な

どに言及する。

評価

[評価方法]

I資料活用の技能]

-大都市の立地の特色を

読み取ったり、統計を

もとに階級区分図を作

成したりしている。

[ワークシート 3、観察]

[知識 ・理解]

-アメリカの都市構造の

変化と都市問題の特徴

を理解している。

[発問、ワークシート 4J

[思考 ・判断 ・表現]

-アメリカの都市問題を

発展途上国の都市問題

と比較して多面的 ・多

角的に考察している。

[発問、ワークシート 4J
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数学科学習指導案(例)

I 単元の指導計画・評価計画
1 単元名 図形と計量「三角比」

2 単元の目標

平成00年O月O日O曜日 第O校時

第O学年O組

「数学1J (00出版)

指導者教諭 00 00 

・直角三角形の辺の比と角の大きさとの聞の関係として鋭角の三角比の意味を理解するとともに、相互関係につい

て理解し、その有用性を認識する。

-三角比を鈍角や0。、90。、1800 の場合まで拡張する意義と、鈍角の三角比の考え方を理解する。また、鈍角ま

での三角比についての相互関係を扱い、鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値を求めることができる。

3 単元観

中学校では、基本的な平面図形と平行線の性質、図形の合同、図形の相似、円周角と中心角、 三平方の定理、 空

間図形の基本的な性質と基本的な計量について学習 している。また、数学 A において、 三角形の性質、円の性質、

作固など平面図形と、空間における位置関係、多面体など空間図形の基本的な性質について学習している。特に、

中学校における図形の相似、三平方の定理等は、本単元の学習との関連が深い。しかし、中学校までは、角の大き

さと辺の長さの関係を利用して計量することはない。本単元では、角の大きさと辺の長さの聞の関係を考察し、理

解を深めさせることが重要となる。

本単元では、直角三角形の辺と角を結び付ける鋭角の三角比の意味を理解させるとともに、その相互関係につい

て生徒自らが気付けるような授業の展開を心がける。その際、身近な事象とも関連付けてそれらの意味を理解させ

る。また、 三角比の相互関係を用いて、 三角比のいずれか一つが決まれば、 他の三角比の値を計算できることを理

解させる。

また、 三角比を鈍角や 0。、 90。、 180。の場合まで拡張する。その際、鈍角の三角比の定義を一方的に示すのでは

なく、数学的活動を通して、鈍角の三角比を帰納的に定義できるようにするなど、その考え方を重視した授業展開

を心がける。その上で、鈍角までの三角比についての相互関係を扱い、生徒の図形の見方や考え方が豊かになるよ

うにする。

4 単元の評価規準

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解

⑪直角=角形の辺の比 ⑪図形の相似の考え方 ⑪直角=角形や座標平 ⑪正弦、余弦及び正接

と角の問の関係に関心 を用いて、直角三角形 面を用いて考えられる を直角三角形の辺の比

をもち、その関係を= の辺の比を角との関係 計量の問題を、 =角比 と角との関係として理

角比の記号で表そうと で捉えることができ の記号を用いて表現し 解し、基礎的な知識を

している。 る。 処理することができ 身に付けている。

@ 三角比の相互関係に ⑥ =角比の相互関係に
る。

⑪鈍角まで拡張した=

ついて関心をもち、それ ついて考察することが @鋭角のコ角比の値を 角比の意義を理解して

らを直角三角形の計量 できる。 用いて鈍角の三角比の し、る。

に活用しようとしてい
⑥鋭角のコ角比を、座

{直を求めることができ
@ =角比の相互関係に

る。
標を用いて鈍角に拡張

る。
ついて理解し、基礎的

@鈍角の三角比に関心 することについて考察 @ 三角比の相互関係を な知識を身に付けてい

をもち、座標平面を利 することができる。 用い、与えられた=角 る。

用することの意味を考 比の値から残りの三角

えようとしている。 比の{直を求めることが

できる。

5 単元の授業計画 (学習活動と評価規準とのかかわり)

時間 学習活動
評価規準と

評価方法
のかかわり

鋭角のニ角比の定義 @@  ワークシート、質問紙、机間
-直角三角形の辺の比と角の大きさの関係について考 指導により、直角三角形の辺

第1時間 察する。 の比と角の大きさの関係に

-正接、正弦、余弦について定義 ついての考察の状況を確認

する。

ニ角比の表とニ角比の応用 @@  ワークシート、小ァスト、机
-三角比の表の構造を考察し、 三角比の表を用いて三 間指導により、 三角比の表に

第2時間 角比の値を求めたり、 三角比の値から角の大きさを ついての考察の状況や、 三角

求めたりする。 比を活用した問題の解決状

-身近な事象の考察に三角比を活用する。 況について確認する。
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時間 学習活動
評価規準と

評価方法
のかかわり

ニ角比の相互関係 @@  小テスト、机問指導により、
-直角=角形、 三角比の表を用いて=角比の相互関係

について考察する。
三角比の相互関係について

第3時間 の考察状況や=角比の相互
-三角比の相互関係を活用して、与えられた三角比の

関係を活用した問題の解決
値から残りの三角比の値を求めたり、図形的な意味

を考察したりする。
の状況を確認する。

円を用いたニ角比の定義(鈍角のニ角比の定義) @@  ワークシート、質問紙、発問
第4時間 -角を連続的に変化させることにより、 =角比の定義 の受け答えから、定義の拡張

本時 を座標平面上に拡張する。 ついての発想の状況を確認

-座標平面を用いた=角比の定義 する。

ニ角比の値と 1800 - eのニ角比 @@  ワークシート、小ァスト、机
-座標平面を用いた三角比の定義を活用して求めた三 問指導により 三角比の値の

第5時間
角比の値について考察する。 @ 求め方、性質の考察の状況を

-点の対称性から=角比の値の性質について考察する。 確認する。

ニ角比の相互関係 @@  小テスト、机間指導により、
-座標平面を用いた三角比の定義を活用して、 =角比

の相互関係について考察する。
三角比の相互関係について

第6時間 の考察状況や二角比の相互
-三角比の相互関係を活用して、与えられた三角比の

関係を活用した問題の解決
値から残りの三角比の値を求めたり 、図形的な意味

を考察したりする。
の状況を確認する。

直線の傾きと正接、問題演習 @@  小ァスト、質問紙、机間指導
.二角比の他の分野への応用として直線の傾きと二角 から二角比についての基礎

第7時間
比の関係を考察する。 的な内容の理解の状況を確

-総合的な閣題演習に取り組む。 認する。

6 生徒の実態

(1)木単)Gを学習するにあたっての生徒の基礎学力 (小テスト等の結果を踏まえて)

-図形の学習に対する苦手意識が高く、特に証明など論証能力が身に付いていない生徒が多い。

-数学Ar図形の性質j における学習を通して、平面図形、空間図形の性質に関する基礎的な知識の定着は図られ
ている。

-相似な三角形に関する計量問題、三平方の定理に関する計量問題については、概ね定着が図られている0

.小テストの結果

中学校までの学習内容(相似な図形、三平方の定理)の正答率 78.3%

数学A r図形の性質J (平面図形、空間図形)の正答率 73.4%

( 2)数学の学習に対する生徒の興味・関心及び学習態度

-数学を演鐸的に学ぶよ りも、操作活動等を多く取り入れた授業の方が、意欲的に取り組むことができる

・演習等は指示をすれば意欲的に取り組むが、自分の考え方を発表したりすることは苦手としている。

-多くの生徒が家庭での学習が不足しているので、基礎学力の定着が十分ではない。

E 本時の計画
1 本時の目標 (評価規準)

鋭角の三角比を座標を用いて鈍角に拡張することの意味を考察することができる。 (⑥、⑥)

2 本時のポイン卜

教科書では、鋭角の三角比は直角三角形を用いて定義をするが、鈍角の三角比は直角三角形から離れて座標を用

いて定義をするとしづ、具体的な定義から抽象的な定義に拡張され、その結び付きが理解できず、納得できないと

いうことにつながっていると思われる o そのことによって三角比に対する関心も薄れ、高;味が分からずにその定義

を覚え、解法を覚えるに過ぎず、それが三角比のおもしろさを感じることができない原因となっている。

そこで今回の授業では、数学Eで三角関数を学習することを念頭におきつつ、鋭角の三角比を定義した後に、教

具を用いて鈍角の三角比や360。までの三角関数の定義へと自然に拡張することで理解を深めるとともに、さらにお
もしろさを実感できるような授業展開とした。
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3 本時の展開

指導内容

(導入 5分) 1・

学習活動(課題、発問、活動等) 指導上の留意点

・ワークシートに記入させる。

・前時の学習 11300，450， 600の三角比の値を求めよ。 -前時の学習内容を確認しながら答え合わ

せをする。内容の確認 |・

(展開 35分)

・鈍角の三角

比の考え方

の理解

直角三角形の辺と角の比から三角比を考えました。しかし、角度には、鋭角だけではなく

90。以上の角も存在します。しかし、90。以上の角ももっ直角三角形は存在しません。したが

って、直角三角形の辺の長さを利用して三角比の値は求められません。

では、90。以上の角でも三角比の値が求められるように、男IJの方法で定義し直せないだろ

うか。

[質問1J sin300とsin450の大小は?

予想される生
発問

徒の回答

これらの大小はどうやって |分母をそろえ

比べるか。 1る

分母をそろえるということ |斜辺

は、どの部分の長さをそろえ

たということか。

斜辺の長さを変えてしまっ |三角比は大き

ても大丈夫か。 1さに関係ない

[提示]斜辺を揃えた 10。ごとの直角三角形を見

ていこう。

-前時に学習した内容を思い出させながら、

考えさせる。

-三角比の値の意味を図形的にとらえさせ

る

-各三角形の底辺を揃えて重ねて貼る。ま

た、各三角形の頂点が集まるところを磁

石で押さえることで、磁石が中心で、点

Pが刊周上にあるように見せる。

[質問 2J斜辺を揃えたことで、どんなことが分 |・ 質問2のあとは、 友人と話し合わせ、多

かるか? 様な考えが出るようにする。

[予想される生徒の反応 ・気付きづらいときは、「点Pはどんな線を

.pが円を描く | 措くと思うか」という発聞を追加する。

• Slnは高さの比較， COSは底辺の比較

・X座標は小さくなり ，y座標は大きくなる
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指導内容 学習活動(課題、発問、活動等 指導上の留意点

[提示]点Pが移動すると角。も変化するから、 |・ どこに直角三角形が出来るのかを意識さ

円を使って三角比を表してみよう。

(1) 8が鋭角のとき
y 

r O 

r 

x r 

y X n Y 
sin 8二一 ， cos 8二一 ， tan 8二一
r r x 

(2) 。が鈍角のとき
y 
r 

X 

~ X 

な角の
11 OO~ 1800の主要な角の三角比 を求めよ |

三角比を求
11 ぅ | 

める 11 l 

(まとめ

10分)

.本時のまと

め

[課題 1]300， 450， 60。の三角比を求める。

[課題 2]1200の三角比を求める。

[課題 3]1350， 1500の三角比を求める。

[課題4]00， 900， 180。の三角比を求める。

次のことを確認する。

r 1つの円の周上の点Pの座標を考えれば、い
ろいろな角度の三角比を表すことが出来る!!J

t課題] 00~ 180。の三角比を求めるテスト

せる0

・半径と、点Pのx，y座標で、三角比が求め

られる ことを意識させる。

-角は反時計回りに大きくなることを確認

する。

-点Pの位置で角。もただ1つ定まるので、

鋭角と同じように鈍角の三角比が定義で

きることを、1200の三角比を例にして示

す。

-座標で考えているので、底辺部分は負の

数であることを強調する。

-鋭角の場合と同様、どこに直角三角形が

出来るのかを意識させる。

-半径 rの円に、3つの直角三角形を色分

けしてかく。

'600の直角三角形と対称であることを理解

させる0

・座標で考えるので、底辺の長さに相当す

る値が負であることに注意させる。

. 1200の場合と同様に求めさせる。

-分母が Oの数は考えないことを確認し、

tan90。の値はないことを理解させる。

・主要な角の三角比はすべて覚えるのでは

なく 、鋭角の場合の求め方を覚えておい

て、鈍角は X座標が負となることに気を

つければよいことを理解させる。

-隣の生徒同士で問題を出し合う。
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高等学校理科(化学基礎)学習指導案(例)

1 単元名
物質の構成粒子

2 単元の目標

日 時

学年 ・組

使用教科書

指 導者

平成00年O月O日 (0) 第O校時
00科 O年O組(男子00名，女子00名)
『化学基礎Jl(00出版)
00高等学校教諭 o0 0 0 

原子の構造及び電子配置と周期律との関係を理解させる。また，物質の性質について観察，実験などを通して探究し，

物質について微視的な見方ができるようにする。

3 単元の指導観

(1) 生徒の実態
※三笠廷の'!f/!fJ持 ・ 鰐ム学童?，~存度，学力jごついで宣活す{;; o

(2) 指導の方針
物質の構成単位である原子の構造及び電子配置と元素の周期表との関係について理解させる。

4 単元の観点別評価規準

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 ・表現 観察 ・実験の技能 知識 ・理解

-電子や原子核の発見の歴 -原子の大きさや質量，電 -冗素の周期律を確認する -原子の構造及び陽子，中
史に触れながら，物質の 気の量を，原子を構成す ためのアルカリ金属の性 性子，電子の性質につい

構成粒子や原子の構造に る陽子，中性子，電子の 質に関する観察，実験を ての知識を身に付け，原
ついて意欲的に探究しょ 数や質量，電気の量から 通して，その基本操作や 子番号20番までの原子
うとする。 考察している。 実験結果の記録方法を習 の電子配置を理解してい

-放射性同{立体の年代測定 -原子の電子配置やイオン 得している。 る。
や医療などへの利用方法 イ七エネルギーに関して， -原子番号や質量数，元素

を確認し，同位体や原子 元素の周期律をグラフで の定義を理解するととも
の性質について関心をも 表現し，元素の性質の周 に，同位体に関する知識

っている。 期性を説明している。 を身に付けている。
-元素の周期律を確認する -アルカリ金属の化学的性 -元素の周期律及び原子の

ためのアルカ リ金属の性 質を基に元素の周期律に 電子配置と周期表の族や

質に関する観察，実験に ついて考察し，報告書に 周期との関係について理

目的意識をもって意欲的 まとめている。 角卒している。

に取り組んでいる。

5 単元の指導計画及び評価計画 (5時間)

(町一規準ーに照らして到ー認し到ー況を主一一一とする )
Oの付いた評価規準:評価規準に照らして到達度を確認し，到達度の状況に応じた適切な働きかけや指導の手立て |

を行うことを主に重視する。 J

時|学習内容 | 学習活動とねらい | 評価の観点 l 評価規準 | 評価方法等
---r-l:::::Ir J1=f" ~ l:::::I l l-l';J:!il.，JL-~oo. '.J v 関 | 思 | 技 | 知

1 

卜--
2 

原子の構造

-原子の構造及び陽子，中性子，

電子の性質を確認する。また，
身近な元素の安定同位体を確

認する。 [板書]

・放射性同位体の性質を安定同

位体と比較しながら整理する

とともに，放射性同位体の年代
測定や医療などへの利用方法

について理解する。

[ワークシート]

-原子番号20番までの原子の電
子配置を整理して理解する。ま

た小テストを通して，主な原子

の電子配置に関する知識が身

に付いているかを確認する。

[板書1[確認テスト]
-原子の一般的な構造と性質が，

構成する陽子，中性子，電子の

性質と，それぞれの配置から考

察 し， ワークシートにまとめ

る。 [ワークシート]

。

O 

O 

電子や原子核の発見の歴史 |・ ノート

に触れながら，物質の構成粒 |・ 行動観祭
子や原子の構造について意 |・ 学習の振り

欲的に探究しようとする。 I 返りシート
原子番号や質量数，元素の定 |・ ノート

義を理解するとともに，同位 |・学習の振りo I ::. -~ -::~ /-f '~~~:-~ _U~，~ ~ ~: - :~ 
体に関する知識を身に付け | 返りシート

ている。

放射性同位体の年代測定や |・ 行動観察

医療などへの利用方法を確 |・ ワークシー

認し，同位体や原子の性質に | ト

ついて関心をもっている。

原子の構造及び陽子，中性
子，電子の性質についての知

。 |識を身に付け，原子番号 20
番までの原子の電子配置を

理解している。

-確認、テスト

・ノート

-学習の振り

返りシート

原子の大きさや質量，電気の |・ ワークシー

量を，原子を構成する陽子， I ト
中性子，電子の数や質量，電

気の量から考察している。
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3 -元素の周期律及び原子の電子 冗素の周期律及び原子の電 -ノート
配置と周期表の族や周期との

O 
子配置と周期表の族や周期 -学習の振り

関係について理解する。 との関係について理解して 返りシート

[板書] いる。

4 
-単原子イオンの生成を，電子 原子の電子配置やイオン化 -ノート

配置と関連付けて理解し，イオ エネルギーに関して，元素の -演習レポー
ンイ七エネルギーの周期性を周 周期律をグラフで表現し，元 ト
期表と関連付けて考察する。 素の性質の周期性を説明し

[板書] 。 ている。
-電子配置やイオン化エネル
ギーに関して，元素の周期律を

電子配置と
グラフで表現し，グラフを基に
元素の性質の周期性を文章で

周期表
表現する。 [演習レポート]

r---
-実験を通して，周期表第 1族の アルカリ金属の化学的性質 -実験レポー5 
元素(アルカリ金属)の性質を 。 を基に元素の周期律につい ト

( 
調べる。そして同族の元素の性 て考察し，報告書にまとめて
質の類似性を確認することで， いる。

本 元素の周期律を考察し，報告書 アルカリ金属の化学的性質 -行動観察

時
にまとめる。 [生徒実験] O に関する観察，実験に意欲的 -実験レポー

に取り組んでいる。 ト
) アルカリ金属を安全に取り -行動観察。 扱う方法や実験結果を的権 -実験レポー

に記録する方法が身に付い ト
ている。

6 本時の展開

題目 周期表第 1族の元素(アルカリ金属)の性質

①アルカ リ金属の化学的性質を基に冗素の周期律について考察し，報告書にまとめる。 (思考 ・判断 ・表現〉

本時の目標 ②アルカ リ金属の化学的性質についての観察，実験に意欲的に取り組む。 (関心・ 意欲 ・態度〉
@アルカ リ金属を安全に取り扱う方法を身に付ける。(実験の技能〉

準備
シャーレ，ろ紙，ビーカー，時計皿， ピンセット，試験管，試験管立て，カッターナイフ，フイター，ナト
リウム片，カリウム片，水，フェノールフタレイン，灯油，防護メガネ

段階 具体目標 学習内容 ・活動 指導上の留意点 評価

導 0本時の学習内容及び観察，
入 実験の目的を確認する。

5 
Oアノレカリ金属を安全に 0アルカ リ金属を安全に取り 0既習事項とこれから行う 0防護メガネの使用や，直接

分
取り扱う方法を確認す 扱うのに必要な知識を確認 実験の注意事項とを関連 ナトリウムに手で触れて

る。 する。 付ける。 はいけない理由を説明で
きる。 (実験の技能〉

展 0アルカリ金属の化学的 0学習プリントで，実験操作， 0実験実施上の注意を徹底 0ナトリウムを適切に取り
開 性質に関する観察，実 手順を理解，確認する。 させる。 十及っている。(実験の技能)

35 験に，目的意識をもっ [操作1] 0実験班を回り， 実験が安全 0予想、を立てながら，目的意

分
て意欲的に取り組む。 ①ナトリウム片の外観及びナ に行われているかを確認 識をもって観察，実験がで
0観察，実験の方法を理 イフで、切ったときの切り 口 する。 きる。 (関心・意欲・態度)
解し，安全に実験を行 の観察 -空気中での酸化の確認。

フ。 ②水に入れたときの様子の観 -金属光沢の確認、
察 -ナトリウムの密度に関す
③水素の発生の確認、 る気付き。
④水溶液の液性の確認、

Oビーカーに時計皿を被せ
-水と反応して生成した物

[操作2] 質への興味 ・関心。
⑤濡れたろ紙上のナトリウム たままドラフトに運び，発 -発火した際の炎色反応に
の様子の確認 生する白煙の処理をする。 対する気付き。

ま Oアノレカリ金属の化学的 0実験プリントを整理しなが 0考察した内容を的確に表
と 性質を基に元素の周期 ら，考察する。 現させる。

め 律について考察し，報 0カリウムの性質を演示実験 0カリウムの性質を，周期表 0カリ ウムの反応を予想で

1 0 
告書にまとめる。 で確認する。 を見ながら確認させる。 きる。(関心 ・意欲 ・態度)

分
0アルカ リ金属の性質を中心 0時間に余裕があれば，ナト 。実験プリントの評価
に周期律が見られる原理に リウムとカリウムの電子 (思考 ・判断 ・表現〉

ついて考察を深める。 配置を確認させ，考察を深 (関心 ・意欲 ・態度)

めさせる。 -観察，実験について，そ

0実験等についての感想，及 0実験プリントを提出させ の過程や結果を的確に記

び自己評価を記入し，実験 る。 入している。

プリントを完成させる。 -考察したことを自身の言
葉で適切に表現してい
る。
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保健体育科(体育)学習指導案 (例)

1 単元名 球技「ネット型」 バレーボール

2 単元の指導観

(1)一般的特f生からみた指導観

平成00年00月00日 (0)第C校時
第C体育館
00科C年口、ム組00名(男子O名、女子ム名)
保健体育 (00出版)
00高等学校教諭 o0 0 0 

コート上でネットをはさんで相対し，身体を操作してボールを空いている場所に返球し，一定の得点に早く到達することを競

い合うゲームである。そのために、仲間と連携した「拾う，つなぐ， 打つ」などの寸車の耐Lで攻撃を組み立てたりして，相手

の陣形射亙球によって生じる相手側コートの空いた場所をめぐる攻防を展開し楽しむものである。

自己のチームや相手チームの鞘敷に応じた作戦を立てて勝敗を競う楽しさや喜びを深く味わえるよう，立体的な空間の攻防と

してと らえ，ボールの変化やリズムの変化によって相手の守備を崩し，得点しやすし、空間を作りだすなどの攻撃とその対応によ

る攻防を中心に取り上げるようにする。その際，状況に応じたボール操作とその対応をするためのボールを持たないときの動き

に着目させ，学習に取り組ませることが大切である。

(2)学習者の実態からみた指導観

クラス全体として体を動かすことが好きな生徒が多く授業において積極的に活動を行う。また仲間意識もあり運動を苦手とす

る生徒に対して、活発な生徒が自ら指導を行う姿が見られる。

1年次での授業計画では、基礎 ・基本に重点を置きオーバーパス ・アンダーパス ・サーブ¢個人的技能の習得強化を行い、基

礎技能の定着を図る。基本となるパス練習からチームごとにグループ学習形式で行い、課題解決に向け互いに協力しながら主体

的に学習する態度を育てる。授業終盤には6人制のゲームを行い、競技技術の向上を図るとともに種目特有のボールを繋げる事

の楽しさや達成感、 仲間との連帯感などを味わわせていきたいと考える。

3 単元の目標

・球技に主体的に取り組むとともに役割を積極的に引き受け自己の責任を果たし、健康 ・安全を確保することができるようにする。

[関心 ・意欲 ・態度]

・学習した知識や技能を活用して、チームや自己の課題に応じ運動の取り組み方を工夫することができるようにする。[思考・判断]

・バレーボールの基本技術を身に付け、状況に応じたボール操作と連携した動きによって空間を作りだすなどの攻防を展開すること

ができるようにする。 [運動の技能]

・個人の技術沖チームとしての作戦や戦術の名称明子い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを理解できるように

する。 [知識 ・瑚平]

4 単元の評価規準

ア関心 ・意欲 ・態度 イ 思考 ・判断 ウ運動の技能 エ 知識・朝平

①ネット型競技のための技術 a:課題の達成状況を把握しなが ①オーノくーノξス、アンダーノfス ①球技に関連した体力の高め方

を習得する喜びゃ楽しさを ら、練習や試合の仕方を自 ら 、サーブの三つの基本技術を について具体例を挙げている。

、仲間と協力しながら味わ 工夫し、新しいー課題に取り組 身につけ、ボールをコントロ ②バレーボールの特性、 二段攻

おうとする。 んでいる。 ールする事がで、きる。 撃、 三段攻撃について具体例

②自己の役割を果たし、チー ②自分や相手の能力を考え、相 ②三段攻撃などの攻撃技能や、 を挙げている。

ムの一員として貢献しよう 手の動きや攻撃に対して有効 相手の攻撃に対する守備の技 ③ルールを瑚干し、試合の運営

としている。 なプレーを選んでいる。 能など戦術に応じた動きができる。 ぞ審判の仕方について言った

③用具や服装、練習場などの ③作戦などの話し合いの場面で ③空いた場所をめぐる攻防を展 り書き出したりしている。

安全を確かめ、危険なプレ 、合意形成をするための適切な 関するためのボール操作や、 ④学習した技術や行い方につい

ーは行わないなど、自他の 関わり方を見付けている。 相手のフォーメーションを崩 て、具体例を挙げている。

安全に留意している。 すような返球を行う事ができる。

5 指導と評価の計画

時数 l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 I 15 16 I 17 18 

ォ| 共通メニュー(準備運動・補強運動・学習内容の確認)競技の特性を生かした体つくり運動

リ
|課題練習(全体統一) チーム練習

ここ 基本技術練習 課題練習
A寸Lー

パス、サーブ、スパイク、 トス・スパイク、サーブレシーン
|課題練習(チーム毎)習 ア レシーブ等 ブ・スパイク、ブ、ロック等

の

流 シ ゲーム I リーグ戦
れ ヨ

簡易ルーノレ(基礎)
ン

連携を考慮(基本) フォーメーション(応用)

共通メニュ (整理運動・振り返り・次回課題等)

時数 l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 I 15 16 I 17 18 
ア ① ② ③ ③ | 

イ ① ② ① ③ ② 

ウ ① ② ① |③ ③ 

コ二 ① ② ③ ④ ③ | 

ア関心意欲・態度 イ思考・判断 ウ運動の技能 エ知識・理解
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6 単元の指導計画・評価計画

評価の重，長

時間 主な学習内容 指導上の留意点 ア イ ウ 二E 評価フア法

関 ，思 技 知

1 -オリエンァーション -ネット型ゲームの特性について理解させる。 学習ノー ト

-ボールタッチ ・準備運動 -単元のねらいと毎時間自分に課題を持つことが必要なことを

-補強運動 ・チーム編成 知らせる。

-バレーボールの動きに関連した準備 ・補強運動を実施させる。
① 

2 -オーバー ・アンダーパス -両手で、ボー/レlこ触れるようにさせる。 スキルカード

-直上トスキルテス ト -全員がボーノレに鮒もられるようにノトノレを設定する。 観奈

-簡易(パス)ゲーム -現段階での自己の課題をみつけさせる。

3 -レシーブスキルテスト -膝を使うことを理解させる。 スキルカード

-パス ・サーブ . 3種類のサーブを行わせ自己に合うサーブを見付けさせる。 ② 観奈

-簡易(パス)半面3対3ゲーム -サーブ、オーバーハンド、のみを使って試合を行わせる。

4 -オーバー・アンダーハンド -これまで、のスキルテストの課題を振り返り練習させる。 学習ノー ト

本時 パス -サーブ -自分の得意なサーブを行わせる。 ① 観察

-簡易(限定)9人ゲーム -オーノtーノ号ス、アンダーノξス、サーブのみで試合を行わせる。
① 

5 -サープ ・サーブレシーブ訴 -狙し、を決めさせ、狙った所にサーブ、を打たせる。 ワークシート

-トス -ボールの上の方を叩くことを意識させる。

-簡易6人ゲーム

6 -サーブ ・サーブレシーブP -それぞ、れのパスを使うケースを理解させる。 学習ノート

-トス ・スノ号イク -膝を使い高く上げさせる。
① ② 

観察

-簡易9人ゲーム -最高到達点、ボールに触れるタイミングを意識させる。

-レシーブ、 トス、スパイクの流れを意識させる。

7 -トス、スノ号イク -流れの中でレシーブを行わせる。 ワークシート

-スパイクレシーブ -チーム内でセッターとアタッカーの役割分担を理解させ両方 観5雲
-審判法 行わせる。

-簡易6人ゲーム -全員に線審を醐平させる。
② 

8 -ノfス・スノξイク -それぞれの役割を理解させこなせるように指導する。 ワークシート

-サーブ -他のチームの試合を見て良いところを見付けさせる。 観察

-簡易6人ゲーム

9 -パス ・スキルテスト -チーム内で協力し、指何差をカバーしながら行わせる。 スキルカード

(スノξイク ・トス ・サーブ) -主審 ・副審の方法を理解させる。 ① ③ 観察

-審判法・簡易6人制ゲーム -チーム内で互いの良いところを見付けさせる。

10 -トス ・スノξイク -クイックの練習をする。 学習ノート

-サーブ -個人の蹴瑳をチーム内でカバーし合し、ながら試合を行わせ ② 

-簡易6人制ゲーム る。

1 1 -トス ・スノfイク -フォーメーションを様々な形で試してみる。 ブオーメーショ

-フマロック -適したポジションを考えさせる。
③ 

ンシート

-簡易6人制ゲーム 観察

1 2 -サーブ -現時点でのチームの課題や改善点、フォーメーションを考え ブオーメーショ

. 2人での複合練習 ながら試合に望むようにさせる。 ① ンシ}卜

-簡易6人制ゲーム -課題にあった練習をさせる。

1 3 -ブ、ロック -課題を見据えながら練習を行わせる。その改善が見られたか 学習ノー ト

. 3人以上の複合練習 も判断させる。 ④ 観察

-簡易6人制ゲーム .ー課崩策習を生かしたゲームを展開するようにさせる。

14 -スノfイク ・ブロック -前時のゲームで、上がった見直すべき課題 ・練習を行わせる。 学習ノー ト

. 3人以上の複合練習 -試合の場面を想定して、意図的な攻撃を組♀させる。 ③ 観察

-簡易6人制ゲーム
③ 

1 5 -スキルアス卜 -リーグ戦での戦力やフォーメーションを相手に応じて考える スキルカード

-フォーメーション ように促す。 ③ 観察

-正規のゲーム

16 -サーブ -生徒に審判を行わせる。 ブォーメーショ

-フォーメーション -相手の攻防に応じた作戦を立てられるように、聞にタイムア ③ ンシート

-正規のゲーム(リーグ劇 ウトの時間を設ける。
② 

1 7 -フォーメーション -生徒に審判を行わせる。 ブオ}メーショ

-正規のゲーム(リーグ戦 -相手の攻防に応じた作戦を立てられるように、聞にタイムア ンシート

ウトの時間を設ける。
③ 

観5雲
18 -正規のゲーム(リーグ劇 -個人の反省 ・評価、チームの反省 ・評価を行わせる。 学習ノート

-反省 ・評価 観察
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7 本時の指導 (本時 18時間中の 4時間目)
(1)本時の肉容「オーバーパス・アンダーパスの確認とサーブ」

(2) 本時の目標
・オーバーパスとアンダーパスの基本動作をスムーズに行う事ができる。また二つの使い分けを判断する事ができる 0

・簡易ゲームで、チームで協力し合い 、バ レーボールを楽しむ事ができるようにする。

(3) 見学者への対応

グループ学習の一員として、基本動作やサーブの理解について学習を進めるとともに 、他のメンバーがス

ムーズに学習を行えるよう、ボール拾いや審判、応援など補助を行う 。

(4) 準備物

ネット ・バレーボール ・笛 ・フラッグ ・得点板 ・コーン

(5) 学習指導の展開

段 日寺 学習内容 学習活動
階 間

1集合 ・整列・ 挨拶 -バレーボールの授業用の隊形に整

列する 。

導 |5 I 2出欠確認、 ・健康観察 -出欠席および見学について確認す
る。

3本時の説明 -本時の目標、内容について理解す

入 | る。

4準備運動 -教師の指示のもと 、準備運動を行う。

指導上の留意点及び評価

-きちんと集合隊形が整うまで指示する。

・一人ずつ呼名し、しっかり返事をさせる 0

・学習の補助や見学のポイントなど、見学者

の学習についても具体的に説明する 。

-全員がパスを行えるよう、余る生徒がい

ないか確認 ・指示する 0

・体育委員を前に出して準備運動を行わせる。

15 I 5対人パス

(オーバー ・アンダーの基本動作をスムーズに行える j 
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ワンノ王ウン ドノ号ス

「
|

J

-
比

一

一
づ

一

一
バ

ワ
一

ご

は
一

一
寸

帥

-

V
刀

何
世

一

一
一
見

一

ザ

-ダ

の

一

ン

↑
ン
か

一

イ

一
ア
る

↑

デ

一
)
取

一

へ

一間

で

一

.
-
発

ら

一

-
I
ち

一
-オーバーパス

・アンダーパス(片手と両手)

l自分の筋力や体型に合ったサーブを打つ事が出来る l 

-遠投 5本以上

・サーブ

開

ドミ: -アンダー ・サイドサーブ

フローターサーブ

20 I 7簡易ゲーム

;チームで協力してゲームを楽しむ事が出来る 1 
• 10分間の簡易ゲーム (1チーム 9人)

-チーム対抗(2面)

-座位と立 った状態それぞれの、ボールへの

力の加え方、腕の振り方、重心の位置など

の違いを意識させる 。
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-オーバーとアンダーそれぞれの、ボール

の触れ方を分解練習で行い、正確に出来る

よう指導する。

-見学者もグルー プの一員とし 、練習の補

助をするなど、一緒に活動させる 。

会オーバーはきちんと落下地点でボール

を捕らえているか。

女ア ンダーは、 肘が伸びているか、膝 を使

えているか、ボールを正しい場所で捕ら

えているか。〔 ウ①J(学習ノート ・観察)

-打数を多く打つように呼びかける 。

・エンドラインを踏まないでサーブを打つよ

うに意識させる 。

コーンを置き、狙うコースを意識させて 打

たせる 。

-チーム内で声掛けを行い、自分たちで盛り

上げる事の重要性を理解させる 。

|仲間と協力して声かけなどを積極的に |

行えているか。[ア①J(学習ノート ・観察)I 
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(6) 具体的評価規準と手立て

評価の観点 A 十分満足できる」 状況

ア関心 ・意 | プレーを修正したり 、チームに

欲 ・態度① |アドバイスをしたりしながら、積

極的にボールを繋いでゲームをし

ようとしている。

B 「おおむね満足できる」 状況 c 努力を要する」 状況

チーム内に声を掛けながら 、I(手立て)
ボールを繋ごうとしている。 I ポジションの役割と場面毎の動

き方について助言し 、チームに協

力でた時の喜びを味わわさせる 。
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芸術科(音楽 1) 学習指導案(例)

日 日寺

学年・組

使用教科書

指導者

平成00年O月O日 (0)第O校時

00科第O学年O組(男子O名、女子O名)

「教科書名J(出版社名)

教諭 00  00  

1 題材名 玉音音階で音楽をつくろう

2 題材の目標

音階や旋法の違いによる曲想の特徴を捉えて聴き、それらを参考にして自ら選択した音階を用いて短い

旋律をつくり、その旋律を組合せてイメージをもって音楽をつくることができる。

3 題材設定の理由

(1)題材観

本題材は、学習指導要領の内容、A表現(1)歌唱イ「曲種に応じた発声の特徴を生かし、表現を工夫

して歌うこと。J(3)創作ア「音階を選んで、旋律をっくり、その旋律に副次的な旋律や和音などを付けて、

イメージをもって音楽をつくること。JB鑑賞イ「音楽を形づくっている要素を知覚し、それらの働きを感
受して鑑賞すること。Iに基づいて構成している。

題材の前半では、玉音音階(ベンタ 卜ニック)から成る楽曲を鑑賞したり表現したりして、その音階特

有の曲想を感じ取ることができるようにする。後半では、興味をもった音階を用いて、その音階に関連の

ある国や地域からイメージしたことを基に簡単な旋律をっくり 、その旋律をべアで、つなげたり重ねたりし

て三部形式の楽曲に仕上げられるようにする。

これらの活動を通して、用いる音階や旋律同士の組合せ及びリズムや速度等の音楽を形づくっている要

素によって曲想が変わることを感じ取らせたいと考える。

(2)生徒の実態 〔略〕

4 題材の評価規準

音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力

①様々な国や地域の玉音音階 ①前時につくった旋律をも ①沖縄音階の特徴を感じ ①歌劇「トゥーランドッ

から成る音楽に関心をもち、 とに、その旋律に音の組合 取り、曲想にふさわし 卜」の抜粋を、旋律や音

表現や鑑賞の活動に主体的 せ方を考えて副次的な旋 い発声で「ていんさぐ 色に着目して聴き、西洋

に取り組んでいる。 律や低音の伴奏を付ける ぬ花」を歌唱している。 と東洋の音楽とが融合

②互いの発表を聴き、表現した など、表現したい音楽のイ ②音階を選んで旋律をつ した魅力を味わって聴

いイメージと作品の曲想、旋 メージをもち工夫してい くっている。 いている。

律の組合せや重なりなどに る。 ③旋律のつなぎ方や終わ

ついて、講評している。 り方などを工夫して曲

を仕上げている。

5 題材の指導計画 (総時数 6時問、本時は 5/6時間)※評価規準は紙幅の都合により略して表記。上表を参照

時 主な学習活動 評価規準、評価方法

-雅楽、童歌、沖縄の民謡、中国の民謡等の曲を聴き、それらの共通点を見つける。 [関①] 〔観察、発言、

1 
-玉音音階は多くの国や地域で使われていることや、明治時代以降に使われるようになっ ワークシートの記述〕

た四七抜き音階について知る。

-黒鍵のみで演奏できる曲を探して弾し、てみる。

2 
-歌劇「トゥーランドット」の抜枠を、旋律や音色に着目して聴き、西洋と東洋の音楽と [鑑①] 〔観察、ワーク

が融合した魅力を味わう。 シートの記述〕

. 1谷茶前」を聴いたり「ていんさぐぬ花」 を歌唱したりして、沖縄音階に親しむ。 [技①] 〔演奏、観察、

3 -沖縄音階を用いて四分の四拍子2小節程度の旋律を即興でつくり、コール&レスポンス ワークシートの記述、録

の活動をする。 音〕

-雅楽と中国の民謡を聴き、構成音が同じであっても、中心となる音、拍子感やリズム等

4 
の働きによる曲想の違いを感じ取る。

.100へ行こう!J (00は国名、地名等)の音楽づくりの学習の流れの見通しをもっ。 [技②] 〔観察、ワーク

-玉音音階から一つ選んで、 4または8小節の旋律をつくる。 シートの記述、録音〕
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5 -同じ音階を選んだ生徒でぺアになり 、前日寺につくった旋律をつなぎ、三部形式の曲をつ [創①] 〔観察、ワーク

本 くる。 シートの記述、録音〕
時 -表現したいイメージに合う低音伴奏や副次的旋律を、つくったり選択したりする。

-終わり方を工夫するなどして、rooへ行こう !Jを仕上げる。 [技③] 〔作品、観察、

6 
-各ベアの作品を発表し、表現したいイメージと作品の曲想、 旋律の組合せや旋律の重な 録音]

り等について講評し合う。(演奏の技能については評価しないので、演奏に当たっては技能の優 [関②] 〔観察、発言、

れた生徒や教師が支援したりコンピュータを活用したりすることも考えられる。) ワークシー トの記述〕

6 本時の指導

(1)本時の目標

表現したい音楽のイメージをもち、前時につくった旋律をもとにその旋律に音の組合せ方を考えて副次

的な旋律や低音の伴奏を付けるなど、工夫しながら音楽をつくることができる。 (音楽表現の創意工夫)

(2)展開

時間 学習活動 指導上の留意点 準備物等

導入 1 既習曲「ていんさぐぬ花」にオ -オスティナートを数人に担当させる。

5 スティナートを加えて歌唱する。 (例:rC-G-C-G-Jの音で母音唱を繰り返す。)
-主旋律は曲想にふさわしい発声で歌うように促す。

2 学習課題と手順を理解する。 -曲作りの手順を説明する。

前時につくった旋律をつないで、
①二人の旋律を@---aJ囚の形式に当てはめる。

三部形式の曲 rooへ行こう !J 
②どのようなイメージの曲にするかをペアで話合い -手順を示した紙

をつくろう。
共有する。 又はプレゼンテ

③各自の旋律に伴奏を付ける。 ーション

④二人の作品を合わせて演奏を試みる。

展開 3 ベアで構成を話し合って音楽づ -イメージの共有が重要であるため、活動のはじめ -ワークシート

20 くりをする。 と途中にも確認させる。 -鍵盤楽器 ・音板

予想される反応例 (沖縄音階) -記譜が苦手な生徒には、簡易楽譜の工夫やコンビ 楽器

囚 青く澄んだ広い海をイメージ ュータによる記譜、録音機器の活用などにより、 -リコーダー(各

国 三線を伴奏に、人々が賑やか
支援し、つくる活動に時間を使えるようにする。 自持参)

に歌い踊っているイメージ
-事前に生徒の作品を把握しておき、選んだ音階に -低音伴奏のヒン

合う低音の伴奏パターンをヒントとして示す準備 トカード

をしておく。 -録音機器

-これまでにつくった旋律の中から伴奏や副次的旋

律として使うように助言する。

-三人のグ、ループの場合は、二人の旋律を重ねたり 、

ロンド

10 4 いくつかのぺアが発表し、 曲の -本時では、表現の技能の評価は行わない。演奏に

構成、旋律の重なり等について話 ついては、演奏技能の優れた生徒や教師が支援す

し合う。 ることが考えられる。

10 5 表現したいイメージにふさわし -曲が構成できたら、リズム、速度、強弱などの観

い表現を工夫する。 点からも、イメージにふさわしい表現を工夫する

ように促す。

評価 [音楽表現の創意工夫][観察、発言、ワークシート、録音等〕

前時につくった旋律をもとに、その旋律に音の組合せ方を考えて副次的な旋律や低音の伴奏を付けるなど、

表現したい音楽のイメージをもち工夫しているか、学習活動 3~5 で評価する。

〔概ね満足と判断される状況〕

-二人の旋律を囚固囚の三部形式で構成し、低音の伴奏を付けるなどして、表現したい音楽のイメージ

をもち工夫している。

〔努力を要する生徒への手立て〕

-表現したいイメージを確認させ、そのイメージにふさわしい伴奏のパターンを選ばせて音楽を構成させる。

〔十分満足と判断される状況〕

-三部形式で構成し、低音の伴奏や副次的旋律を重ねるなどして、表現したい音楽のイメージをもち、リズム、

速度、強弱等も工夫している。

終末 6 本時の学習を振り返る。 -本時の取組を十分に称賛し、次時は発表し合うこ -自己評価カード

5 とを伝えて意欲付けを図る。

※本時ではベアによる活動例を示しているが、個人またはグループでの活動も考えられる。グループで行う際には、個人の作品が生かされるように留意する。
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英語科学習指導案(例)

日 目寺 平成00年O月O日 (0)第O校時

学年 ・組 00科 O年O紐 O名(男子O名、女子O名)

科目名 コミュニケーション英語 I

使用教科書 0000 English Communication 1 (00出版)

指導者 教諭 00 00 

1 単元名 Lesson 0 “The Doctor with the Hands of God " 

2 単元のねらい

神の手を持っと言われている福島医師の、医者としてのキャリア、モット一、医者になった経緯、後輩や患者との関わり方を

理解する。また、読んで得た情報を参考に自分の将来について考え、夢や職業選択についての自分自身の意見を口頭で伝える能

力を身に付ける。

(1)ぺアワークに意欲的に取り組み、互いに協力しながら会話を続けようとしている。 (コミュニケーションへの関心 ・意欲 ・態

度)

(2)福島医師についての説明文を読んで、その内容を口頭でストーリーリテリングができる。 (外国語表現の能力)

(3)福島医師の言動やその言動の理由等を捉えることを通して、本文の概要や要点を理解することができる。 (外国語理解の能力)

(4)将来の職業や夢についての考えやその理由を伝える表現を理解している。 (言語や文化についての知識 ・理解)

3 指導に当たって

(1) 指導観 [略]

(2) 生徒観 [略]

4 単元の評価規準

コミュニケーションへの 言語や文化についての
外国語表現の能力 外国語理解の能力

関心・意欲・態度 知識 ・理解

A1 ベアやクョループで、音読 B1福島医師についての説明 C1福島医師の言動やその言 Dl将来の職業や夢について

したり、感想や自分の意見 文を読んで、その内容を口 動の理由を捉えることを の考えやその理由を伝え

を述べ合ったりする活動 頭でストーリーリテリン 通して、本文の概要や要点 る表現を理解している。

に積極的に取り組んでい グができる。 を理解することができる。

る。

A2 聞き取れない箇所や未知 B2将来の夢や職業選択につ C2文章の内容から、書き手の D2正 しい語順や語法を用い

の語句があっても、推測す いて、ぺアやク、ループで、自 意図を推測することがで て文章を構成する知識を

るなどして聞き続けてい 分の意見とその理由を伝 きる。 身に付けている。

る。 え合うことができる。

5 単元の指導計画 (総時数10時間)

時間 該当箇所 指導内容 ・方法 評価規準との関わり

1 レッスンの導入 話題の導入、新出単語・語棄の確認、 Orallntroduction、本文の内容に関す A2、C1

Part 1 るQ&A

2 Part 1、Part2 音読、ストーリーリテリング、新出単語 ・語葉の確認、 Orallntroduction B1、D2

本文の内容に関する Q&A

3 Part 2 本文の内容に関する Q&A、音読、ストーリーリテリング A1， B1 

4 Part 3 (本時) 新出単語 ・語棄の確認、 Orallntroduction、本文の内容に関する Q&A A2、C1

三同主主~士6 

5 Part 3、Part4 音読、ストーリーリテリング、新出語句 ・語葉の確認、、Orallntroduction A2、C2

本文の内容に関する Q&A
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6 Part 4 本文の内容に関するQ&A、音読、ス トーリーリ テリング B1、D2

7 Comprehension、 本文の内容確認、重要語葉 ・表現、文法事項の確認 C2、D1

Vocabulary & 

Expressions、

Grammar、

Follow'up Activity 将来の夢や職業選択について考える

8 Follow'up Activity 将来の夢や職業選択についての意見発表 A1、B2、Dl

6 本時のねらい (総時数 10時間中5時)

(1)福島医師が医師になった経緯を読み取ることができる。(CI)

(2)教師のOrallntroductionや英問英答において、聞き取れない箇所や未知の語句があっても、推測するなどして聞き続けている。

(A2) 

7 本時の展開 (TeachingProcedure) 

学習活動(分)

(Procedure) 

Warm-up 

(lminJ 

Smoll tolk 

(4min.) 

生徒の活動

(S↑udents' Activities) 

. Greet 

教師の支援

(Teochers' Ac↑ivities) 

. Greets 

留意 ・観察点

(Teoching & Evoluoting Points) 

. Listen to teacher's small talk I・Talksabout the reason why the I・lncludesnew words and phrases 

and answer the questions. I teacher decided to become an I in the small talk 

I Englは1teacher. I . Watches whether students try to 

・Talkabout teacher's talk in ・Asksstudent how do they feel I continue their talk in pairs 

palrs. about teacher's talk 

New Words & l' Get into pairs. I . Makes pairs. I . The worksheet contains 

phroses ・Confirmthe meaning of new I . Has students confirm the I 1 new words and their Engl凶 1

(10 min目 Iwords in pairs. I meanings of new words in pairs. definitions 

. Combine new words with their I . Gives students the worksheet I 2 explanation of new phrases 

Engl凶1definitions. I and has them combi配 newwords I with many example sentences. 

with their English definitions. 3 pictures which help students 

. Repeat new words after teacher. I . Pronounces new words. to make Engl凶 sentences

Listen to the teacher's I . Explains new phrases using the I . Watches whether students read 

explanation about new phrases. I worksheet. I new words and phrases correctly 

Exercise in English I・ Has students exercise in I . Watches whether students 

compositions using new phrases. I English compositions referring to I cooperate and try to make 

pictures on the worksheet. sentences using new phrases in 

. Correct mistakes by themselves I . Has students correct mistakes I pairs. 

m palrs in English composition. 

NEW  MATERIALS 

Priest I naughty I chimney I pipe I coall clever I trap I soot Iseriously I respected I advise I advice I 

neurosurgery I mentor I knowledge I moreover I 

be born to A I as welll set up A I force A to do I get into A I A as well as B I care about A 
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Oral 

In↑roduction 

(5 min.) 

. Look at the chronology on the I・Puts the chronology of Dr. I・Paraphrases the contents so 

board and listen to teacher's I Fukushima on the board and I that students can understand the 

explanation. I explains about his school days I contents 

Answer the questions in I asking students some questions. ・Watchesstudents listen to the 

English， or listen to the 

classmates answering them. 

THE OUTLlNE  OF  ORAL INTRODUCT/ON  

. When was Dr. Fukushima bornつ Howold is he nowつ

くElementaryschool> 

He had do change his school， because he behaved badly. Can you 

believe itつ Itis very surprising， isn't it? 

<Junior high school> 

Dr. Fukushima didn't think about his future. Did you think about 

your future in junior high school? 

<High school> 

Dr.Fukushima made a big decision about his future. Have you 

decided your future? 

<University> 

Dr.Fukushima met a very important person for him. 

explanation to grasp the 

outline.(A2) 

. Makes blanks in the chronology 

to have students listen carefully. 

. Has many students answer the 

questions and sees if the students 

try to answer the questions in 

English. 

Lis↑ening I . Listenωthe CD. I . Plays the CD. I . Has students listen carefully 

(2 min.} I with the textbooks closed. 

Understanding l' Answer the que自t叩

(15 min目 Ithe blanks of the chronology in I・Asksstudents questions about I blanks. 

Reading 

(10 min.) 

English on the worksheet. Dr. Fukushima's paraphrasing I • Has students fill in the blanks 

the text. I and understand the content 

・Hasstudents fill in the blanks I correctly.(C1) 

and complete the chronology in ・Hasstudents work in pairs if 

English. I necessary. 

Answer the questions and share I . Asks two qu帥 onsto deepen I ・Encouragesstudents who have 

the answer叫 a凶 |山d伽e白nts'ur帥凶山g. I d酌 ulty川lnur山 rst刷 m

. Call on自omestudents and ask 

their opinions. 

QUEST/ONS 

(1) Why did Dr. Fukushima decide to become a doctor? 

(2) Why does Dr. Fukushima always hope to become like Professor Sano? 

. Read the text. 

WAYS OF  READING 

. Has students read the text in ・Checkswhether the students 

some ways. I can read Part 3 aloud with the 

proper pronunciation. 

① Chorus reading (repeat after CD) 

② Buzz reading 

. Encourages students who have 

difficulty in re a ding 

③ Pair Reading 

④ Read and look up 

Consolida↑ion I 'Greet 

(3 min.) 

. Greets 
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家庭科(家庭基礎) 学習指導案 (例)

1 単元名 「消費者として自立する」

2 単元の目標
① 自分が一消費者であることを認識するとともに、社会との関わりについて理解する。
② 契約社会における取引のルールを理解し、適切な消費行動がとれるようにする。
③ 自分の将来を見通しながら、消費者として自立していこうとする能力を養う。
④ 消費者として自立する能力としての家庭経済の管理の技術を身に付ける。

3 単元の指導観
(1)生徒の実態
食分野に関する興味 ・関心は高いが、消費分野に関する興味 ・関心は低い傾向である。多くの生徒は授業に集中
して取り組むことでき、また、ポイントを絞た授業ノートを作ることもできる。しかし、発言や発表などには消極
的であり、全体的におとなしい印象を受ける。
(2)指導の方針
現代の生活において、お金は必要不可欠なものである。 しかし、お金は手段であって目的ではない。お金に生活
を支配されないためにも、自分自身の生活の中でお金の位置付けを行うことが必要となる。卒業後すぐに自立して
いく生徒の多い本校において、自分自身の経済生活について考えることを通して、生き方そのものを考えさせたい。
また経済社会とのつながりを意識させながら、現実的なレベルで、家計を考えることにつなげていきたい。この時期
に消費者として自立する力を付けることで、自信をもって自分の将来を見通した経済計画を立て、消費行動がとれ
るようにしたい。

4 単元の評価規準

関心・ 意欲 ・態度 思考 ・判断 ・表現 技能 知識 ・理解

-自分がー消費者である -消費行動における主体 -財 ・サービスの選択に -家計と理経解済社会との関
ことを踏まえて、財 ・ 的な意思決定について 際し、様々な生活情報 わりを している。
サービスの購入の在り 考え、まとめたり、発 を収集 ・整理すること -生涯を見通した経済計
方や、消費行動、消費 表したりしている。 ができる。 画の重要性について理
と環境の関わりについ -経済社会と家計との関 解している。
て考えようとしていとる家。 係を考えながら、家蓄庭 -消費定行動における解意思
-国民経済の仕踏計組み の収入 ・支出 ・貯 な 決の重要性を理 し
計の特徴を まえて、 どについて考えている。 ている。
自身の経済 画につい -消費者問題について理
て考えようとしている。 解自している。

立 した消費行動のた
めの支援について理解
している。

5 単元の指導計画及び評価計画(7時間)

H寺 学習内容
評価の観点

評価規準 ・評価方法
関 d回""， 技 知

[社会保障と保険4コ]z h 
0生活を支える社保障 • -人生の中で起こり得る危機(リスク)1 
Oリスクに備える を予想し、それに備えるための準備の

必(観要察性)を理解している。
(ペーパーテスト)

[経済的に自立する]
0経済から見た暮{数らし • -経済の仕組みを踏まえて、ライフステ0家計とその特 ージと生活費の関わりについて理解し

2 ている• (観察) (ペーパーテスト)
-自己の生活にあった家計管理の方法を
考え、まとめた発表したり している。
(ワークシート) (観察)

[主体的な消費行動と契約]
01買う」ことは「契約」 • -欲しい品物の情報を収集し、整理する3 
O主体的な消費行動 ことができる。(ワークシート)(観察)• -ロールブρレイを通して、消費行動につ

いて意欲的に考えようとしている。
(観察) (ワークシート)

[多様化する販増売方法と問題商法]
0無庖舗販売の加と問題商法 • -ロールプレイを通して、 トラブ、ルへの
0通信販売とインターネット 対処法及び予防法を意欲的に考えよう
4 としている。 (観察)• トラブルへの対処法及び予防法について理解察している。

(観 ) (ペーパーテスト)
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d支払い方法の多様化と消費者信用]
支払い方法の多様化 • -様々な支払い方法とその仕組みについ0多重債務に陥らないために て理解察している。

(観費 ) (ペーパーテスト)
5 • -消 者信用の金利の計算を通して、借

金することについて確認し、その利用
について考え、まとめたり 、発表した
りしている。
(観察) (ワークシート)

[消費費者の権権利と守責任]
0消者の利をるために • ー消解観や費費者を守る法律や醜聞があることをOこれからの消費者 理 している。

( 察) (ペーパーテスト)
6 • -消 者が協力し連携することが、事業

者行政を動かす力になることを知り、
自分に何ができるのかを考え、まとめ
たり 、発表したりしている。
(観察)(ワークシート)

[消費者として自立する]

7 
0生涯を見通した経済計画 • -生涯を見通した経済計画の必要性を理( 解:している。

本 (観自察) (ワークシート)(ペーパーテスト)
時 • 身の経済考計画の必要性に関心をもち、
) 

具体的に えている。

度態欲意、い
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段階 学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価 〔評価方法〕

-本時の学習内容 -本時の実習内容を確認す -ホワイ トボードに整理してお
導 の確認、 る。 く
入 -消費経済自分野の学習のまとめと

して、 動車購入のプロセスを
5分 たどっていくことをイ云える。

-私の乗りたい車 -自分が乗ってみたい車を -車の広告などを利用して、乗り
イメージする。 たい車を選ばせる。その際、何

を重視して選択したかその理由
をまとめさせる。
〔車の広告、ワークシート〕

-意見発表 -選んだ車及びその理由を -用途、デザイン、安全性、機能、
発表する。 環境への配慮など、車選びのポ

イントは多種多様であることに
気付かせる

-購入に向けて -自動車購入に必要な費用 -広告等に掲載されている車両本
展 O費用 を知る。 体価格に加えて、税金や自賠責
0維持費 保険などの費用が上乗せされる

ことを知らせる。
開 自〔車の広告、ワークシート〕
O自動車保険 -自動車保険の仕組みを知 動車事故で想定されるリスク

る。 を考えさせ、保険に加入するこ
40分 との大切さを知らせる。
-車の購入と生活 -支払いにローンを組むこ -ローンは簡単に組めるが、実際 0生涯を見通した経
設計 とを想定し、日々の生活 に支払っていくことの大変さ 理済解計画の必要性を

費からこのローンが引き や、生涯を見通した経済計画の している。
落とされていくことを想 必要性について考えさせる。 [知識 ・理解]
定する。 [観察、ワークシート、

ペーパーテスト〕
-今後の自身の生活費から -自分のライフスタイノレに合わせ O自動車購入シミュ
自動車購入資金を用意す て収入、支出、貯蓄の計画を立 レーションに積極
ることを想像する。 てることの大切さを知らせる。 的に取り組んでい

る。
【関心 ・意欲 ・態度】

-自身の消費行動 -ここまでの自動車購入に -自動車購入のプロセスを振り返 〔観察、ワークシート〕
の評価 関する自身の消費行動を り、項目ごとに理解できたか自

評価する。 己評価させる。

-本時のまとめ -本時の学習の確認をす -本日の授業から、自立した消費
る。 者として、生涯を見通しながら

ま 高額な買い物ができる力がつい
と たことに自信をもって生活して
め いって欲しいことを伝える。
-次時の学習内容 -次時の学習内容を確認す -消費経済分野から食生活分野の

5分 る。 学習になることを知らせる。
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農業科学習指尊案 (例)

「農業と環境 (00出掛

00高等判交雑命 o 0 0 0 
1 単元

局三孟一鰐性産と繍保全の難 2 たねもみの準備と首づくり

2 単元の鱒観

たねまきから収穫までに関わる耕齢基硲杓な知識・出世瑚平させるとともに、伊防耕音や農業学習に対する興味関心を醸成し、自

らの考えや申勝利こ基づいて工夫しながらこれから¢学習に取り組もうとする態度を育むことができる耕寸として、イネを取り上げたゐイ

糊観
ネは日本の基幹伊物であり、耕蔀覇命や対去カ瀧立されており、作物rJ:生育の出品と耕説矧ずについて科学糊:尉処をもとに瑚手させる

ために適した耕寸である。

この単元では、イネの種子を用い、種子の形態と機能発芽lこっして珊平させ、たねまきから育苗までを実習で体験させる。また、実

験・観祭では生徒に課題を与え考察させる活動を多く取り入れている。

農業に対する漠然とした興味・関心や農業学習に対する期寺は剛、が、耕前コ経験がなし、生徒がほとんどで、農業学習の意欲キ態度を

学習者観
身に付けるために、非常に大切な時期である。

実験・観察等を主体的に体験してきた生徒カ沙、なく、実験・実習等の場面で、作業を伴ったり考察をしたりする内容に慣れていなしL

そのため、これらの学習の意義とプロジェクト学習の方1去に関する十骨導が必要である。

農業学習の導入にあたるH欄て、あるため、学習の意義沖学習の対剖こ関する指導を竹汎こ行う。実験・観察では、 十分に考える時間を

中旨導方章博
石街呆し、 一人一人が考えをまとめ発表できるように配I意する。

また、「伊物の性質Jr耕輔理の出且みJr伊物を取り巻く環境条件J，訪日互に閉塞して耕前コ基礎的枇晴・樹齢1成立してし、る。
このことを踏まえ、これらが有糊切こ関車した職制専られるように欝哉して指導する。

3 単元の指導目標

Cイネのたねまきから育苗までの学習を通して、たねまきから育苗まち叫伊協の形態と機能耕音管理の出且みの基礎的な事項を理解させるとともに、この時期の

作物¢状態や附勿を取り巻く環境条件から、適切な判断で管理作業を行う基醐りな技術を身に付けさせる。

α但物の耕宕や農業学習に関心を持ち、生育の出週み、キ耕説労陥こついて科情的に捉えようとする、意制':11;よ学習態度を身に付けさせる。

4 単元の詞E証罪事E

関心・意欲・態度 思考・判事?・表現 技能 知識・瑚平

①種子の形態や発芽の様子、発芽 ①発芽の実験では、実験の目的を ①選種の技能を身に付けている。 ①種子の構造と機能を理解する

と環境の関係に関心を持ち、調 考えて、適切に実験装置を準備 ②種子の前処理の基礎的な技能 とともに、良い種子の条件、発

査・観察に意欲的に取り組むと し、種子の発芽状態を観察・診 と、たねまきに適した用土の準 芽の三要素、発芽と環境条件の

ともに、発芽や生育について科 断する能力を身に付けている。 備についての基礎的な技能を 関係について理解している。

学的に捉えようとしている。 ②作物の種類とたねまきをする 身に付けている。 ②たねまきの方法について知り、

②科学的な根拠に基づき、たねま 環境に応じて、適切な用土の準 ③たねまきと覆土、潅水の基礎的 それぞれの方法の特徴と用途

きの実習に意欲的かっ高精度 備、たねまきf去を判断する能力 な技能を身に付けている。 を理解している。

に取り組もうとしている。 が身に付いている。 ④育苗管理の基礎的な技能を身 ③良い苗の特性を知り、適した育

③育苗管理の当番業務に責任を ③ 苗の生育状態を判断し、適切な に付けている。 苗環境と管理作業の仕組みを

持って取り組もうとする態度 管理を正確に表現でき、実施す 理解している。

が身に付いている。 ることができる。

5 単元の時四及t庭師団 (10欄 ) ※朔錦町 岬寺L

進 指導内容
0ねらい 評価の観点

評価方1安等
-学習活動 関 思 技 知

第よ
1 塞種 0たねもみの構造と良否を理解させる。
(1) 良い種子の条件 -たねもみの形態や怪の観察を通して構造を調べ、種 ① ① 授業申港目祭 議

もみの外観や切断面をスケッチする。 実験観察レポート

1 (2) 選種と発芽試験 0良い種子の条件を理解させ、選種に関連した技術を ス
h 

身に付けさせる。
ト

国 -種子の形態観察や比重選の実験、発芽試験を通して ① ① ① 授静彰湖祭 4思

良い種子の条件や選種の方法を理解し、選種の技能 実験観察レポート 知
1 を身に付ける。h 
(3) 発和条件 0発芽の条件を理解させる。

-発芽の状態を観察した実験結果から、発芽に適した ① ① 授類初港日奈

環境条件を考察し、発芽の条件について考える。 実験観察レポート

2 前処理とたねまき 0前処理に関連した技術を身に付けさせる。 関

(j) 前処漣 -前処理の目的と方法を理解し、消毒 ・浸種 ・芽出し ② ② 授調和謝祭
4田'"、

等の処理を行うとともに、次時のたねまきに備え、 実験観察レポート 技
2 作物の種類と環境条件を勘案してたねまき法を判断
h 

し、適切な用土を準備する。
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(2) たねまき 0たねもみの発芽の仕組みゃ発芽に適した環境条件に
2 ついて理解させる。
h 

-発芽の仕組みの理解に基づき、様々なたねまきの方

法と用途について理解する。

第次3 

3 苗の育て方 0苗の形態、良い苗の特性について理解させる。
(1)苗の形態と良い苗 -苗の形態を観察し、良い苗の特性を考察して、育苗

のI生質 期の管理の要点をまとめる。
l 
h (2)育苗期の管理 0育苗期の管理に関連した技術を身に付けさせる。
1 -苗の生育状態を判断し、潅水や追肥、温度管理等の
h 

管理作業を行う。

6 本時の指導目標

1 芸種の明|慎を理解し、たねもみの比葺撃ができξ。
2 臨したたねもみの発芽試験の意味と手順を朝礼発芽誤験の準備ができる。
3 頭重を行う目的の理解に基説、て、発芽寄場鯨吉果を予想することができる。

7 準備

② ③ ② 授業教噸祭

実験観察レポート

③ ④ ③ 授知較調察

実験観察レポート

③ ③ 授静教湘察

当番目誌

各班・・・ ビーカ、食塩、ざる伏・小)、比重言十、シャーレ、ろ紙出争びん、上皿天びん、かくはλ棒、新聞氏たねもみ
各自 ・・・実験観察レポート用紙実験割|慎(ji酎餌ヰ)

8 学習指導の展開

躍 学習内容 学習I醐
日寺

朝市¢指導及。湘幕上の留意点 資料
問

-前即コ復習 -前時の内容を想起 7分 -前時とのつながりの中で本時の実験があ -前時の配付
-加軒目標と内容 し、調教わ目標と内 ることを理解させる。 資料

導 容を理論辛する。 実験の目的と流れを理解させる。 -比重選の実
あらかじめ用意した各種の比重液に鶏卵 験寺司慎

入
を浮遊させ、塩水の比重と浮力の概念を理 (ji酎間帯
解させるとともに、実験への興味を喚起す
る。

1比重i夜明鵬 -上陸宮夜(珪[7)<)を作 15分 -班ごとに実験を行うのははじめてなので、 -比重選の実
る対去を理角苧する。 器具の準備、使用方法を演示し、比重液の 験事慎

作成方法等をていねいに説明する。また、 個己付資料)
班内の分担の指示をする。

. ]:1::1童話市更をつくる。 15分 -比重液は各班2リットル準備させる。
(型II'il1括動〉 机間指導を行い、内容の未理解者や消極的

な取組の生徒を指導する。

2比車墾 -比志望を行う。 13分 たねもみは各班 100g準備する。
塩水選の手順を演示し、手順を確実に理解
させる。
-実験に使用したたねもみは発芽試験にも
使用することを説明し、大切に取り扱うよ
うに指導する。

展 -早く終了した班からレポートをまとめさ
せる。

3発芽領事責 -発芽季輸の目的を理 5分 比重選で浮いたたねもみと沈んだたねも -発芽試験の
解する。 みでは発芽率や発芽後の生育に違いがあ 手順

開
るかに注目させる。また、 i劉重をせずにたね (ji己付制ヰ)

-発芽試験の弔唄と方 5分 まきをした場合について考えさせる。
法を瑚付る。 -試験装置の準備を演示し、留意点を説明す
-発芽戟験の装置を準 10分 る。
備する。(閉山活動) -机問指導を行い、未理解者や消極的な取組
-使用若棋の抗玲と後 10分 の生徒を指導する。
かたづけを行う。 -準備が終了した班から塩水を回収し、器具
(明暗動) の洗浄 ・片付けを行うよう指示する。

比重選に使用したたねもみは、沈んだもの
を新聞紙に広げ風乾することを指示する。
早く終了した班からレポートをまとめさ

-発芽季験の結果を予 10分 せる。
想する。 -浮いたたねもみと沈んだたねもみの発芽
(明暗動) の様子の違いとその理由を班ごとに話し

合わせ、予想、をレポートにまとめさせる。

-レポートのまとめ -調和レポートをま 10分 比重選、発芽試験についてレポ トをまと
-次時の予告 とめる。 め、提出させる。

ま -次日朝立発芽宇験制吉 -発芽の様子を毎日観察させるとともに、ろ

と
果の処理と観察を 紙が乾燥しないように管理していくこと
行うことを理解す を指示する。

Ii) る。
-毎日d湖祭と管理に
ついて理解する。

備考
クラスの状況等

授業中の評価

加裁・瑚平1
前日寺の内容を思い出し、
刺寺の目的を理解してし、

る。 (発問

[技能1
比重夜の作り方を珊平し
ている。 (発問

[技能]
比重液の調車初1できてし、

る。 (観劇

[技能]
手順lこしたがって比JID望
を行っている。 (観劇

l哩3号・判新・表現]
発指轍の目的を珊平し
ている。 (発問
l思考・制断・表現]
発芽手輸の明l慎と留意点
を珪興事している。(書出身

l思考・靭断・表現]
科学的な理解に基づき、
適切な考察をしている。

(レポート)

加哉・瑚平]
良い種子の条件を理解し
ている。 (ボート)
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工業科学習指導案(例)

1 単元名 材料の機械的性質
2 単元の目標 材料の機械的性質に関する基礎的な知識と技術を習得させるとともに、各種の材料試験の原理や

方法を理解させる。
3 単元の評価規準

関心 ・意欲 ・態度 思考・判断 ・表現 技能 知識 ・理解

A 材料の機械的性質につ B 材料の機械的性質につ C 各種の試験結果から、 D 材料の基礎的 ・基本的
いて関心を持ち、その いて思考を深め、各種 材料の機械的性質の特 な機械的性質と、さま
試験方法及び試験結果 の試験結果を適切に判 徴をつかみ、具体的な ざまな試験方法及びそ
について調べようとし 断し、表現している。 使用法や工夫について の試験結果について理

ている。 説明できている。 角卒している。

4 単元の指導計画

指導内容 学習活動 評価規準との関連 評価方法等

A B C D 

第 強さ -強さとは外力に耐える力であることを理解 O -積極的に調べようとし
1 -引張強さ する。 ているか観察する。
-応力ひずみ -軟鋼についての引張試験結果を分析し、鋼 O -強さについてノートに

2 線図 の特徴について理解する。 まとめさせる ことによ

時 -圧縮強さ -各種金属材料の引張試験の結果を調べ、強 り理解度を把握する。
さを比較する。
-圧縮強さの原理と試験方法を理解する。

第 硬さ -硬い材料の性質について理解する。 O -積極的に調べようとし
3 -硬さと強さ -硬さと強さの関係について理解する。 ているか観察する。
日寺 -硬さ試験 -各種材料の硬さを調べ、比較する。 O -硬さについてノートに

-各種硬さ試験の方法を調べる。 まとめさせることによ
-各種硬さ試験の特徴を理解する。 り理解度を把握する。

第 粘り強さ -衝撃荷重について理解する。 O -粘り強さについてノー
4 -衝撃荷重 -衝撃荷重で破壊しやすい材料と破壊しにく トにまとめさせること

時 -衝撃試験 い材料を考える。 により理解度を把握す
-もろさ(脆性) -硬さ ・強さと粘り強さの関係について理解 る。

( 
-粘り強さ(靭 する。 O -試験結果より材料の特

本 性) -シャルビー衝撃試験について理解する。 徴をつかみ、使用法や

日寺 -機械部品や製品のもろさに対する工夫をワ 工夫について説明でき
) ークシートにまとめる。 ているかワークシート

を使用し確認する。

第 疲れ強さ -繰り返し荷重について理解する。 O -疲れについてノートに
5 -疲れ -疲れの原理を理解する。 まとめさせることによ
日寺 .S-N曲線 -疲れ試験の方法を理解する。 り理解度を把握する。
-疲れ限度 .S-N曲線について理解する。 O -疲れの原因を考察し、

-疲れ強さ -硬さと疲れの関係について理解する。 表現できているかワー
摩耗 -疲れの実例を調べ、原因を考察する。 クシートを使用し確認
-摩耗現象 -摩耗、摩耗現象について理解する。 する。

O -摩耗についてノートに
まとめさせる ことによ
り理解度を把探する。

第 温度の影響 -低温では粘り強さの低下が問題になること O -積極的に調べようとし
6 -低温の場合 を理解する。 ているか観察する。

時 -高温の場合 -低温における衝撃値の変化を調べる。 (遷 O -温度の影響についてノ
-温度脆性 移温度) 一トにまとめさせるこ

-高温では小荷重で、も変形が進むこと(クリ とにより理解度を把握
ープ現象)を理解する。 する。
-クリープ現象が問題になる部品はどのよう
なものがあるか調べる。
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5 本時の題目 粘り強さ(第4時)

6 本時の目標 様々な材料の機械的性質や硬さと強さおよび粘り強さの関係について理解する。また、硬い材料に

7 本時の展開

配分

粘り強さを持たせるための方法を説明することができる。

学習の内容 学習活動 指導上の留意点 評価

導入 卜 前時の復習と本|・硬さと強さ(引張強さ)につ
5分 | 時の学習内容の | いて復習する。

-硬さと引張強さにつ
いてそれぞれ確認し、

その後両者の関係に

ついてグラフを用い

て復習させる。

・硬さと引張強さの関

係を理解している o

本

時

展開1

25分

概略 I (硬い=強い、軟らかい=弱し、)

-材料に加わる荷|・静荷重と動荷重 (衝撃荷重)
重の種類につし、| について、それぞれの実例を

て | 参考にしながら考える。

-衝撃荷重が加わった

とき、材料はどうな
るかを考えさせる。

-同 じ重さのおもりを

静かに下ろしたとき

と上から落下させた

ときとの違いを説明

する。

(知識・理解)

-衝撃荷重で破壊|・ゴムとガラスに衝撃荷重を加卜 衝撃荷重でゴムとガ|・ 粘り強さについて正
しやすい材料と | える(ハンマーで叩く)と、 | ラスがどの様になる | しく理解している o

の 破壊しづらい材| どうなるかを考え、粘 り強さ | か比較させる。 知識・理解)

料について | とは何かを理解する。

指

-硬さと粘り強さ |・ゴムとガラスの硬さと粘り強|・硬い=もろい、軟ら |・硬さと粘り強さの関
導 の関係について | さの関係について表にまとめ | かい=粘り強いとい| 係について正しく理

る。 I うことを理解させる。 | 解している。
計 知識・理解)

画

展開2
15分

まとめ

5分

-鋼について、硬

さと強さと粘り

強さの関係につ

いて

-粘り強さの試験
方法(シャルピ

ー衝撃試験)に

ついて

-機械の部品や製

品なされている
工夫について

-本時のまとめと

次回の予告

-針金と金鋸の歯を使用し、曲
げに対する強さを確認する。

次にハンマーで叩き、それぞ

れの粘り強さを確認し、鋼に

ついての強さ ・硬さと粘り強

さの関係を表にまとめる。

-粘り強さを定まった試験方法

により数値として表すことが

必要であることを確認し、シ
ャルピー衝撃試験の原理を理

解する。

-代表的な 2種類の材料につい

て衝撃試験の結果を計算し、

比較する。

-硬くて強い材料に粘り強さを
もたせるためにはどうすれば
よし、かをワークシートに記入

し発表する。

-焼入れ、焼戻しによる方法
.高周波焼き入れによる方法
. 2種類の材料を合わせる方法

-硬さと強さ及び粘り強さの関

係について確認する。

-粘 り強さの試験方法であるシ

ヤルビー衝撃試験について確

認する。

-硬い=強い=もろい、

軟らかい=弱い=粘

り強いということを

理解させる。

-強くて硬い材料ほど

破壊に対して危険性
があるということに

気付かせる。

-粘り強いという概念

ではなく、数値が大

切であることを伝え

るo 強さ・硬さも同

様であることも確認

し、衝撃試験につい
てワークシートにま

とめさせる。

-焼入れの方法や、 2

種類の材料をあわせ

る方法などに気付か
せる。

-身近な製品にどのよ
うなものがあるか考

えさせる。

-机問指導を行い、ノ

ートがまとめられて

いるか確認する。

-次回は疲れ強さにつ
いて学習することを

伝える。

備考 ト クラスの様子:(省略)

・準備するもの :針金、金鋸の歯、ハンマ一、ゴム、ガラス、超硬バイト

-鋼の性質について正

しく理解している。
(知識 ・理解)

-シャルピー衝撃試験

の方法や結果から分

かる材料の機械的性

質の特徴を説明でき

ているo

(技能)

-機械の部品や製品に

粘り強さを持たせる
ための方法を説明で

きている。

(技能)

-材料の硬さと強さお

よび粘り強さの関係

について理解してい

る。
(知識 ・理解)
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商業科学習指導案 (例)

1 単元名 第1章商業のガイダンス

2 単元の目標 商業を学ぶ目的と主体的な学び方、商業の学習分野と職業の関連を理解させるとともに、商業
の学習への動機付けや卒業後の進路について考えることの意義を理解させる。

3 単元の評価規準

関心・ 意欲 ・態度 思考 ・判断 ・表現 技能 知識 ・理解

①商業を学ぶ目的と学び方 ①商業の専門性の基礎 ・基 ①商業の学習に関する資 ①商業を学ぶ目的と学び方
について関心をもち、商 本の重要性やビジネスの 料を収集し、得られた に関する基本的 ・基本的
業の専門性の基礎 ・基本 諸活動を理解し、実践す 情報のもつ意味を読み な知識を身に付け、商業
の重要性やビジネスの諸 る能力や豊かな人間性を 取り、整理することが における専門性の基礎 ・
活動を理解し、実践する 育むこと、商業の学習分 できる。 基本の学習の重要性やビ
能力や豊かな人間性を育 野の概要、主体的な学び ジネスの諸活動を理解
むこと、商業の学習分野 方及び専門的能力を身に し、実践する能力や豊か
の概要、主体的な学び方 付けることの重要性につ な人間性を育むこと、商
及び専門的能力を身に付 いて思考を深め、基礎的 業の学習分野の概要、主
けることの重要性につい -基本的な知識と技術を 体的な学び方及び専門的
て探求しようとしている。 基に判断し、導き出した 能力を身に付けることの

考えを表現している。 重要性について理解して
いる。

②商業の学習分野と職業に ②商業の学習分野と職業の ②ビジネスに関する基礎 ②商業の学習分野と職業に
関心をもち、商業の学習 関連及び卒業後の進路に 的 ・基本的な技術を身 関する基本的 ・基本的な
分野と職業との関連及び ついて思考を深め、基礎 に付け、ビジネスの諸 知識と技術を身に付け、
卒業後の進路について探 的 ・基本的な知識と技術 活動への適切な対応を 商業の学習分野と職業と
求しようとしている。 を基に適切に判断し、導 合理的に計画し、その の関連及び卒業後の進路

き出した考えを表現して 技術を適切に活用して を考えることの意義につ
いる。 いる。 いて理解している。

4 単元の指導計画

ねらい ・学習活動
評価の観点

評価方法
関思技知

第 商業を学ぶ目的と学び方
1 0ねらい
社会で活躍し、経済社会の発展に貢献するために、専門性の基礎 ・基本について学習し理解を深めさせる。

2 商業を学ぶことを通して、ビジネスの諸活動を理解し、実践する能力や豊かな人間性を育ませる。
時 商業の学習分野の概要、主体的な学び方及び専門的能力を身に付けることの重要性について理解を深めさせ
る

ロビジネスを取り巻く環境の変化についてグループで、調べ ① ① -環境の変化に対応するための資料
る。 を収集し、得られた情報のもつ意
ロビジネスを取り巻く環境の変化について発表 ・他者の評 味を読み取り、整理すること
価を行う。 ができる。〔ワークシート〕
口顧客ニーズの変化、 経済のグローノ勺レ化、高度情報通信 ① -社会の変化や環境の変化について
ネットワーク化、企業経営(戦略)などビジネスの変化 自分の考えをまとめ発表する。
を理解する。 〔観察〕
口将来ビジネスの世界で生きるために必要とされている資 ② ① -商業の学習分野の概要、主体的な
質や能力について理解する。 学び方及び専門的能力を身に付け

ることの重要J企について理解して
いる。〔ワークシート〕

第 商業を学ぶ目的と学び方
3 0ねらい
時 商業の学習分野を理解し、商業を学ぶ目的と主体的な学び方についてガイダンスを行い、継続的な学びの中
で専門的能力を身に付けることの重要性について考えを深めさせる。

口商業を学ぶ目的の一つであるビジネスの諸活動について ① ① 「豊かな人間性」や「創造性」に
理解する。 ついて、討論を通して基礎的 ・基
ロビジネスの諸活動在主体的、合理的に行うために「豊か 本的な知識と技術を修得し、その
な人間性」や「倉IJ造性」とは何かをグ、ループで討論する。 思考を基に判断し、導き出した考
口「豊かな人間性」や「創造性」について討論した結果を えを表現している。〔観察〕
まとめ、発表及び他者の評価を行う。 ① 「豊かな人間性Jや「創造性」に
口ビジネスの諸活動の様々な取組から、「豊かな人間性」や ついて理解している。〔発表〕
「創造性」の大切さを理解し、基本的なビジネスの心構 ① -ビジネスでは、倫理観や責任感を
えについて考察する。 もつことや、主体性のある行動が

重要であることを確認する。
〔ワークシート〕

第 商業の学習分野と職業
4 0ねらい
時 商業の学習と職業との関連や卒業後の進路などについてガイダンスを行い、今後どのように商業科目を学ぶ
のかについて基礎的 ・基本的な知識を身に付けさせ、商業の学習分野と職業との関連及び卒業後の進路を考え

本 ることの意義について理解させる。また、本校の教育課程や学科の特色を十分に理解させ、早い段階から進路
時 意識の高揚を図る。
) 
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口学ぶ目標を自ら定めるなど、主体的な学び方について理 ② -学ぶ目標を自ら定めるなど、主体
解する。 的な学び方について理解してい
口学校の教育課程について理解するとともに、商業の学習 る。〔ワークシート〕
分野と職業の関連について理解する。 ② -商業の学習分野と職業との関連及
口卒業後の進路を考えることの意義について理解する。 び卒業後の進路について探求しょ

うとしている。〔ワークシート〕
② -教育課程や学科の特色を十分に理

解し、卒業後の進路について思考
を深め、適切に判断し、導き出し
た考えを表現している。
〔ワークシート〕

② -商業の学習分野と職業との関連及
び卒業後の進路を考えることの意
義について理解している。
〔ワークシート〕

5 本時の題目 商業の学習分野と職業(第4時)

6 本時の目標 商業の学習と職業との関連や卒業後の進路などについてガイダンスを行い、今後、どのように商業
科目を学ぶのかについて基礎的 ・基本的な知識を身に付け、商業の学習分野と職業との関連及び卒業
後の進路を考えることの意義について理解を深める。また、本校の教育課程を理解し、卒業後の進路
について思考を深める。

7 本時の展開

学習の内容 学習活動 時間 指導上の留意点 評価

導 -前時までの復習、 -前時の「豊かな人間性」や「創
5分 -ビジネスでは、倫理観や責

確認 造性」についての発表を通して 任感をもつことや、主体性

入
受けた自分たちへの評価や他者 のある行動が重要であるこ
の発表を確認する。 とを確認する。

-商業を学ぶ目的 -なぜ、この学校へ進学したのか。 1 0分 -机間指導をしながら、生徒 【知識・理解】
と学び方につい この学校で何を目標としている がどのようにまとめている -自己を振り返り
て のか。 のかを観察し把握する。 ながら、学ぶ目

-悩んでいる生徒に対し支援 標を自ら定める
を行一う。 など、主体的な
-本校に入学後、何を目指そ 学び方について
うとしていたのかを確認さ 理解している。
せ、専門科目への学習意欲 {ワークシート〕
を喚起させる。 [観察〕

-学校の教育課程 -本校のパンフレットや教育課程 1 5分 -パンフレットや教育課程を 【関心・意欲・態度】
について から木校の特色や特徴を理解す 基に、本校で学ぶ意義につ -商業の学習分野
-商業の学習分野 る。 いて説明し、商業を学ぶ目 と職業との関連
と職業の関連に 的を考察させる。 及び卒業後の進

展 ついて -教育課程から必履修科目、 路について探求
選択科目など、自己の進路 しようとしてい
実現を図るため、進路希望 る。
により履修科目を選択でき [ワークシート〕
ることを説明する。

開 -進路意識がまだ確立してい
ない生徒に対し、進路目標
を設定することの重要性に
ついて説明し、意識の高揚
を図る。

-卒業生の進路に -卒業生の進路について、進路の 1 0分 -本校卒業後の進路について 【知識・理解】
ついて 手引を活用して確認し、卒業後 進路の手引を用いて進学 ・ -商業の学習分野

の進路を考察する。 就職についての特徴を説明 と職業との関連
-どのようにすれば、進路実現が する。 及び卒業後の進
できるのかを考察する。 路を考えること

の意義について
理解している。
{ワークシート〕

-本校での商業の学習分野と職業 1 0分 -机間指導をしながら、ワー 【思考・判断・表現】
との関連及び卒業後の進路を考 クシートの進捗状況を確認 -教育課程や学科

ま
えることの意義について理解す し、卒業後の進路について の特色を十分に
る。 思考を深められているか把 理解し、卒業後

と
-次時の学習内容を確認する。 握する。 の進路について

思考を深め、適

め
切に判断し、導
き出した考えを
表現している。
[ワークシート〕

備考
-準備するもの:ワークシート、学校のパンフレット、教育課程表、進路の手引
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福祉科(生活支援技術) 学習指導案 (例)

1 単元名 「食事の介護」

2 単元の目標
食事の意義と、高齢者や障害者の自立及び快適な生活に向けた食事の在り方を理解させ、食事介護に関する基礎的
・基本的な知識と技術を身に付けさせる。また、食事介護の望ましい在り方についての考えを深めさせるとともに、
より安全で快適な食事介護を目指して意欲的に取り組む態度を養う。

3 単元の指導観
(1)教材観
「食事Jは生徒にとって身近な教材であり 、興味関心を持って取り組むと思われる。生徒自身の食生活を振り返
らせながら、食事のもつ意義を考えさせたい。また、食事介護では「食べもの」を取り扱うということから、介護
する側の清潔についても再認識させたい。そして、利用者の自立と快適な生活のための、望ましい介護方法につい
て考えさせたい。
(2)指導観
介護者は利用者の生命を守り 、安全 ・安楽に過ごせるような技術の提供をしなければならない。校内実習ではあ
るが、実際に利用者に接するようなしっかりとした服装 ・態度で臨ませたい。また、高齢者の食事介護における誤
聴など、の事故防止や緊急時の対処法についても十分理解させたい。
(3)生徒観
専門科目に対する興味 ・関心が高く、積極的に授業に取り組む姿勢が伺える。男子が多く 、クラスのまとまりも
よいが、授業や校内実習にも慣れ、緊張感に欠ける生徒も見られるため、 しっかりとした態度で授業に臨ませたし、。

4 単元の評価規準

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 ・表現 技能 知識 ・理解

食事の介護について関心 食事の意義について考え 高齢者や障害者の自立と 食事の意義自及び高齢者や
を持ち、高齢者や障害者 を深め、高齢者や障害者 快適な生活のための食事 障害者の 立と快適な生
の自立と快適な生活のた の自立と快適な生活のた の介護に関して、基礎的 活へ向けた食事の在り方
めの、よりよい食事の介 めの食事の介護に関する -基本的な技術を身に付 を理解 し、食事の介護に
護を目指して意欲的に取 課題や望ましい在り方に け、安全や快適さに配慮 関する基本的な知識を身
り組んでいる。 ついて考察し、その成果 しながら適切に処理して に付けている。

を的確に表現している。 し、る。

5 単元の指導計画及び評価計画 (1 2時間)

日寺 学習内容 評価計画 [評価規準との関連] 評価方法

l食事の意義と食事摂取の基礎知識
1 0食べることの意義 0食べるということが生命の維持、健康の 0参加態度 ・姿勢

増進、病気の回復にとって重要であること 0学習プリント
2 を理解し、食事の意義について考えを深め Oペーパーテスト

ている。[知)[思]
3 0食べることのメカニズム 0食べるということについて解剖生理学的

に理解する。[知]
4 0食事のアセスメント 0食事に関するアセスメントの方法を理解

する。[知]

5 
2食事介介護の実際と事故の予防
0食事護の原則 0食事介助の原則を理解し、その具体的な 0参加態度 ・姿勢
0食材の購入から調理まで 方法に関する[基知礎]的 ・基本的な技術を身に 0学習プリント
6 付けている。 [技] Oペーパーテスト
0誤礁 ・窒息の防止 0礁下運動について理解し、誤喰や窒息、の

7 予防法と対処法を身に付けている。[知]
[技]

8 0脱水の徴候と予防 O脱水の徴候と予防法について理解する。
[知]

回 3食事介護(実介習)

回
0座位での食事助 0利用者の状況に応じた安全 ・安楽な食事 0参加態度 ・姿勢
OfCn臥位での食事介助 介護の在り方について考え、 利用者に声を 0学習プリント
0アイマスクをしての食事摂取 掛ける等の方法で[技反]応を確かめながら介護 0実習レポート

11 0食事の形態 している。[思]
(常食、きざみ食、ムース状、 0体位や食事の形態による礁下の違いにつ

12 流動食、とろみ水) いて理解し、状況に合わせて適切に介助し
ている。【知)[技1

口 0高齢者や障害者の自立と快適な生活のた
lま めの、よりよい食事の介護を目指して、周
本 固と意見交換を行いながら、意欲的に取り
時 組んでいる。[関]

[関)=関心 ・意欲 ・態度 [恩)=思考 ・判断 ・表現 [技)=技能 [知)=知識 ・理解
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6 本時の指導
(1)題目 食事介護(実習)

(2)目標
体位や食事の形態による礁下の違いについて理解させるとともに、利用者の状況に応じた安全・安楽な食事介護
の在り方について考えさせ、適切な食事介護の方法を身に付けさせる。

(3)準備物
食事(主食、主菜、高IJ菜、飲み物各 1品)，食器(食器類，箸，スプーン，フォーク， トレイ)， 
食事用エプロン，タオル，おしぼり，とろみ剤， アイマスク，学習プリント， 実習レポー ト用紙

(4)本時の展開 (12時間のうちの第9， 1 0時)

段階 学習内容 学習活動 指導上の留意点 評価[評価方法〕

導 食事介護の実習方法の 0本時の実習内容や方法を O事前にホワイトボー
入 確認 確認する。 ドに方法等を整理し
(必要物品、手順、留 て記載しておく。

10分 意点等の確認) 0補助教員が服装の確
認をする。

①利用者の準備と配膳 。利用者に介護内容を説明 0利用者役の生徒への 0食事介護に必要な物品を
して、安楽で安定した体 準備の指導、及びそ そろえて適切に配置した

展 位をとらせる。 れ以外の生徒への配 り、食事をするための体
0襟元にタオルを掛ける。 膳やその他の準備の 位を整えたりしている。
0配膳をする。 指導を補助教員と分 [技能1[観察〕

開 0おしぼりで利用者の手を :r.e.して行ニう。
拭く。

70分 ciベッド上、仰臥位で 0利用者に食事の内容を説 0教員 1人が5ベッド 0利用者の状況に応じた安在
の介護 明する。 ( 5グ‘ループ)を担当 全 ・安楽な食事介護の

0誤嚇のないように一口の し、巡回指導を行う。 り方について考え、利用
食事量や形態、摂食する 0介護を始める際、 一 者に声をかける等の方法
介際の姿勢等を考えながら 口の食事量や形態、 で反応を確かめながら介
護をする。 姿勢等のポイントを 護を行っている。
0食事の摂取状況を利用者 常に確認しながら介 [思考 ・判断・ 表現]【技能]
に声をかけたり 、観察し 護するように促す。 〔観察， プリント，レポート〕
たりして確認をしながら 0利用者役の生徒に礁 0体位や食違事の形態による
介護をする 下介の状態を尋ねたり 、 嘆下の いについて観察
0体験した内容と感想を学 議するベースは適 や体験を通じて理解し、
習プリントに記入する。 切かを確認したりす それらの状況に合わせた

るよう介護者役の生 方法で、介護を行っている。
徒へ促す。 [知識 ・理解1[技能]
0食事は普通食と刻み 〔観察，プリント，レポート〕
食、飲料水はそのま
まのものととろみを
つけたものを用意し、
それぞれを体験させ
る。

③視覚障害者のベッド 0視覚障害介がある人の適切 0介護を始める際に、 0利用者の障害の状介況に応
上、座位での介護 な食事護の在り方を考 食事内容の説明やク じた適切な食事護の在
(アイマスク使用) えながら食事介護をす ロックポジションを り方について考え、 利用

る。 用いた食事の配置等 者の食べるペースや反応
0食事の摂取状況を利用者 の説明を適切に行う を確かめたり 、介護方法
に声をかけたり 、観察し ように促す。 を工夫したりしながら介
たりして確認をしながら 0利用者役の生徒に礁 思護考を行っている。
介護を進める。 下の状態を聞いたり、 [，1i!:，15 .判断・ 表現]【技能]
0体験した内容と感想、を学 介護するペースは適 〔観察，プリント，レポート〕
習プリントに記入する。 切かを確認したりす

るよう介護者役の生
徒へ促す。

④ベッド上、座位で白 0手IJき手ではない方の手を 0利用者役以外の生徒
カ摂取(利き手は麻 使い、 ベースや不自 由さ には、食べるベース
療側とする) の克服方法等を考えなが や不自 由さをどう克

ら食べる。 服しているか等につ
0体験した内容と感想を学 いて観察するよう促
習プリントに記入する。 す。

⑤役害IJの交代 0①~④の学習を、利用者 O交代のタイミングを
と介護者の役割を交代し 指示し、同じ活動を
て再度実施する。 他方の生徒にもさせ

る。

ま 授業の振り返り 0利用者と介護者、それぞ 0各ベッ ド1名ずつ発
と れの立場での感想、を発表 表させる。
め する。 0意見をま とめ、次の

0実習レポートを記述し、 実習に生かし、つな
20分 提出する。 げるように促す。


	国語科(国語総合)学習指導案(例)
	地理歴史科(地理B)学習指導案(例)
	数学科学習指導案(例)
	高等学校理科( 化学基礎) 学習指導案( 例)
	保健体育科(体育)学習指導案(例)
	芸術科( 音楽1) 学習指導案(例)
	英語科学習指導案( 例)
	家庭科(家庭基礎) 学習指導案(例)
	農業科学習指尊案(例)
	工業科学習指導案(例)
	商業科学習指導案(例)
	福祉科(生活支援技術) 学習指導案(例)



